
◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

歳
月
の
流
れ
は
、
少
し
も

違
（
た
が
）
わ
ず
、
静
か
に
過
ぎ
て
ゆ
く
の
で
あ
り

ま
す
が
、
加
齢
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
年
毎
に
加
速

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 
押
し
迫
り
ま
し
た
、

暮
れ
果
（
は
）
つ
る
師
走
も
な
か
ば
で
す
。 

毎
月

発
行
し
て
い
る
は
ず
の
宮
司
プ
レ
ス
、
本
来
で
あ
り

ま
す
な
ら
ば
百
三
十
九
号
で
あ
り
ま
す
が
、
遅
れ
の

累
積
は
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
十
一
ヶ
月
と
な
り
ま
し

た
。 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司
プ
レ
ス
百
二
十

八
号
の
発
行
で
す
。 

今
年
は
、
百
二
十
一
号
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
八
回
し
か
発
行
し
て
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

遅
れ
の
累
積
の
原
因
は
、

の
べ
四
ケ
月
の
休
刊
な
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
さ
て
、
今
上
陛
下
（
き
ん
じ
ょ
う
へ
い
か
）
は
、

再
来
年
四
月
三
十
日
に
御
位
（
み
く
ら
い
）
を
お
譲

り
に
な
る
、
御
譲
位
（
ご
じ
ょ
う
い
）
を
さ
れ
ま
し

て
、
実
に
光
格
天
皇
（
こ
う
か
く
て
ん
の
う
）
以
来
、

二
百
年
ぶ
り
に
御
譲
位
の
儀
礼
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
と
も
な
い
、
改
元
（
か

い
げ
ん
）
が
行
わ
れ
ま
す
。 

江
戸
時
代
の
最
後
の

元
号
は
、
慶
応
で
あ
り
ま
し
た
が
、
慶
応
を
定
め
る

に
際
し
て
他
に
四
十
も
の
候
補
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。 

実
は
、
今
の
元
号
で
あ
る
「
平
成
」
、｢

書
経｣

の
一
節
「
地
平
天
成
」
か
ら
引
い
た
二
文
字
も
候
補

の
一
つ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

現
在
は
、
西
暦
表
示

が
標
準
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
が
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
年
を
紀

元
（
き
げ
ん
）
と
す
る
の
が
西
暦
、
西
紀
（
せ
い
き
）

で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
は
、
初

代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
（
じ
ん
む
て
ん
の
う
）
様

が
御
即
位
さ
れ
た
、
西
暦
で
す
と
紀
元
前
六
百
六
十

年
を
紀
元
と
す
る
皇
紀
が
あ
り
ま
し
て
、
今
年
は
皇

紀
二
千
六
百
七
十
七
年
に
あ
た
り
ま
す
。 

さ
し
で

が
ま
し
い
の
で
す
が
、
西
暦
は
、
他
人
の
時
間
座
標

軸
（
じ
か
ん
ざ
ひ
ょ
う
じ
く
）
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

皇
紀
が
、
本
来
の
日
本
人
の
時
間
座
標
軸
だ
と
思
い

ま
す
。 

さ
ら
に
、
元
号
は
、
天
皇
陛
下
と
時
間
を

共
有
し
て
い
る
時
間
座
標
軸
な
の
で
す
。 

皇
紀
と

い
う
悠
久
（
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
時
間
の
こ

と
）
の
時
間
の
な
か
で
、
私
共
は
生
か
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
し
、
平
成
と
い
う
、
陛
下
と
時
間
を

共
有
し
て
い
る
今
を
生
き
て
い
る
の
で
す
。 

平
成

に
残
さ
れ
た
時
間
は
、
一
年
と
五
ヶ
月
余
り
、
大
切

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

◇
御
厨
（
み
く
り
や
）
貴
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
、

明
治
以
降
の
日
本
が
約
三
十
年
ご
と
に
節
目
を
迎

え
て
き
た
と
「
三
十
年
周
期
論
」
を
唱
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。 

明
治
三
十
四
年
は
二
十
世
紀
、
西

暦
千
九
百
年
の
始
ま
り
、
戦
前
戦
中
戦
後
と
戦
争
の

色
の
濃
か
っ
た
昭
和
の
前
半
三
十
年
を
経
て
、
昭
和

三
十
年
に
高
度
経
済
成
長
の
入
り
口
に
立
ち
ま
し

た
。 

「
元
号
は
時
代
を
想
起
さ
せ
る
、
三
十
年
で

く
く
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
（
活
力
、
迫
力
、
力
強
さ
）

を
感
じ
る
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
平
成
」

の
三
十
年
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
高
度
成
長
は
す

で
に
終
わ
り
、
バ
ブ
ル
経
済
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
崩
壊

（
ほ
う
か
い
）
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
「
失
わ

れ
た
二
十
年
」
と
呼
ば
れ
、
大
震
災
等
閉
塞
感
（
へ

い
そ
く
か
ん
）
も
強
ま
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
で
も
社
会
が
非
常
に
う
ま
く
運
営
さ
れ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

社
会
の
安
定
を
保
っ
て
き
た
三
十
年
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

四
百
年
の
長
い
将
棋
界
の

歴
史
の
な
か
で
、
史
上
初
め
て
「
永
世
七
冠
」
の
称
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号
を
獲
得
さ
れ
た
羽
生
棋
聖
は
、
「
十
年
と
か
二
十

年
、
三
十
年
を
同
じ
姿
勢
で
、
同
じ
情
熱
を
傾
け
ら

れ
る
こ
と
が
才
能
」
と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か

ら
の
三
十
年
、
私
共
は
、
羽
生
棋
聖
の
仰
（
お
っ
し

ゃ
）
る
「
才
能
」
、
日
本
人
の
「
才
能
」
を
見
失
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

か
つ
て
は
、
「
お

天
道
さ
ま
が
み
て
い
る
」
と
し
て
、
人
知
（
じ
ん
ち
）

の
及
ば
な
い
神
聖
な
存
在
に
対
す
る
畏
敬
（
い
け
い
）

の
念
、
恐
れ
と
敬
い
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
心
が
、
存
在

し
ま
し
た
。 

感
謝
と
お
陰
様
と
い
う
謙
虚
な
気
持

ち
を
忘
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
た
伝
統
を

無
視
し
て
、
目
に
見
え
る
利
益
や
効
率
の
み
を
追
求

す
る
風
潮
が
続
け
ば
、
暗
い
未
来
の
三
十
年
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
百
号
に
も
記
載
し

ま
し
た
が
、
明
治
時
代
の
神
道
家
（
し
ん
と
う
か
）

で
あ
る
本
田
親
徳
（
ほ
ん
だ 

ち
か
あ
つ
）
は
、 

「
音
に
聞
き 

眼
に
見
え
る
物
等
（
も
の
ら
） 

 

悉
（
こ
と
ご
と
）
に 

に 

産
土
神
の
神
身
に
こ

そ
あ
れ
」 

と
い
う
和
歌
を
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

音
に
聞
き
、

眼
に
見
え
る
も
の
す
べ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
に
も

神
様
の
姿
、
神
様
の
な
せ
る
業
と
、
心
か
ら
感
謝
し

て
感
動
す
る
、
そ
の
心
が
け
を
忘
れ
な
い
、
日
本
人

の
「
才
能
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

残
り
少
な

い
平
成
の
時
代
、
次
の
元
号
の
時
代
が
、
輝
か
し
い

未
来
で
あ
る
た
め
に
も
、
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

次
号
は
、
今
年
中
に
、
来
年
の
干
支
に
（
え

と
）
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

現
在
、
奮
闘
研
究
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期

待
く
だ
さ
い
。 

◇
九
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日 

▼
若
宮
神
社
例
祭 

 

＊
九
月
八
日
、
九
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
九
月
十
日 

▼
貴
布
禰
神
社
例
祭  

＊
九
月
二
十
日~

二
十
三
日 

▼
秋
季
祖
霊
祭 

 

＊
九
月
二
十
三
日 

▼
朝
粥
会 

 

＊
九
月
二
十
一
日 

 

◇
九
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 

◇
下
関
支
部
幹
事
会
、
総
代
敬
婦
合
同
会
議 

 
 

＊
九
月
十
一
日 

 

◇
神
社
関
係
者
大
会 

 

＊
九
月
十
三
日 

◇
下
関
市
敬
神
婦
人
会
茶
話
会 

＊
九
月
二
十
二
日 

◇
講
演
講
師
養
成
研
修
会 

＊
九
月
二
十
七
日 

◇
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
、
教
学
研
究
部
研
修
会 

＊
九
月
二
十
八
日 

◇
豊
田
神
社
鳴
瀬
宮
司
就
任
祝
賀
会 

＊
九
月
三
十
日 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◇
例
会 

九
月
六
日
、
二
十
日 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活
動 

 
 

＊
九
月
二
十
五
日 

（
集
合
教
誨
、
女
子
） 

▼
そ
の
他 

 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
九
月
三
日
（
公
会
堂
大
掃
除
）、
十
九
日 

 

◇
リ
バ
ー
ス
彦
島 

 

＊
九
月
九
日 

 

◇
下
関
国
際
高
校
評
議
員
会 

＊
九
月
十
四
日 


